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• 平成27年度の決算を認定　　　
• ８議員が市長と激論!!（一般質問）
• 議会への市民の評価は？（市民アンケート結果）

『共に支える』
  紅林 敏夫さん(波津区) 撮影

Facebookはじめました
今すぐアクセス!!
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９月定例会
９月１日～９月30日

 

〔
討

　
　
論
〕 

【
反 

対
】

　

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い

て
当
初
発
行
計
画
５
億
円
を

３
億
円
と
し
た
。
財
政
規
律

維
持
は
当
然
で
あ
る
が
、
茶

業
な
ど
農
業
関
連
の
た
め
の

予
算
化
や
県
内
で
２
番
目
に

高
い
国
保
税
の
引
下
げ
の
財

源
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
（
藤
野
）
【
賛 

成
】

　

目
的
の
整
合
性
、
事
業
の

費
用
対
効
果
、
発
注
の
正
当

性
の
観
点
か
ら
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
執
行
は
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
財
政
全
体

を
判
断
す
る
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、
健
全
な
運
営
で
あ
り
賛

成
す
る
。　
　
　
　
（
村
田
）

案
に
対
す
る

　
主
な
質
疑
・
討
論

議

　

今
定
例
会
で
は
、
議
案
14
件
が

提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
の
認

定
で
は
、
両
常
任
委
員
会
で
の
審

査
を
行
う
中
で
、
市
か
ら
は
財
政

力
の
目
安
と
な
る
各
指
数
の
良
化

が
報
告
さ
れ
、
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
小
規

模
保
育
所
整
備
へ
の
補
助
金
や
、

予
防
接
種
の
定
期
化
な
ど
、
子
育

て
対
策
に
か
か
る
事
業
が
主
な
も

の
で
し
た
。

提　出　件　数
議　案
（予算）

議　案
（条例）

議　案
（その他） 諮 問 専 決

3 ― 1 1 ―

認 定 同 意 報 告 議 員
発 議

請　願
意見書

7 2 ― ― ―

今定例会もサーフィン議連シャツを着用

件　　　　　名 結果 概　　　　　容

諮問 ― 人権擁護委員の候補者の推選について 適任 任期満了に伴い、後任の委員として「向笠惠子」氏を推選するもの。

決
算
認
定

総 平成27年度牧之原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：211億2217万3496円　歳出決算額：201億8896万5277円

文 平成27年度牧之原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額： 64億7819万2713円　歳出決算額： 61億 991万7827円

文 平成27年度牧之原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額： 4億1235万6747円　歳出決算額： 4億1158万8547円

文 平成27年度牧之原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額： 42億 327万3436円　歳出決算額： 40億2687万1756円

総 平成27年度牧之原市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額： 1億3248万1206円　歳出決算額： 1億3248万1206円

総 平成27年度牧之原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額： 1226万7699円　歳出決算額： 1157万6484円

総 平成27年度牧之原市水道事業会計の利益の処分及び決算
の認定について 認定 収益的収入決算額：10億6351万8561円　収益的支出決算額：10億 816万6587円

資本的収入決算額： 3億3606万4800円　資本的支出決算額： 5億9236万9132円

補
正
予
算

― 平成28年度牧之原市一般会計補正予算（第２号） 可決 1億5304万3000円増額し、一般会計予算を197億6875万4000円とするもの。

― 平成28年度牧之原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 3490万1000円を減額し、特別会計予算を60億7367万9000円とするもの。

― 平成28年度牧之原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 1億7340万1000円増額し、特別会計を44億6016万5000円とするもの。

同　

意

― 公平委員会委員の選任について 同意 任期満了に伴い、後任の委員を「山本坂衛」氏とするため同意を求
めるもの。

― 教育委員会委員の任命について 同意 任期満了に伴い、「大石幸雄」氏を再任とするため同意を求めるもの。

そ
の他 ― 津波避難タワーＨブロック設置工事の請負契約について 可決 契約金額1億7820万円で㈱加藤組と契約するもの。

　　総 … 総務建設委員会へ付託された案件　　文 … 文教厚生委員会へ付託された案件

平成27年度全ての決算を認定

平
成
27
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
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Q　
「
講
師
謝
礼
費
」が
増
額

補
正
さ
れ
た
。
総
額
４
６
２

万
６
０
０
０
円
の
予
算
の
内

容
は　
　
　
　
　
（
名
波
喜
）

A　

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
国
モ
デ
ル

と
し
て
文
部
科
学
省
の
委
託

事
業（
国
負
担
）で
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

Q　

行
政
報
告
内
で
意
向
が

述
べ
ら
れ
た
、
光
フ
ァ
イ
バ

網
の
活
用
方
法
な
ど
を
調
査

研
究
す
る
推
進
本
部
の
設
置

時
期
と
構
成
は　
　
（
平
口
）

A　

す
で
に
設
置
を
し
た
。

構
成
は
市
長
以
下
、
各
部
の

部
長
な
ど
。
下
部
組
織
も
編

成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
庁

外
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
招
聘
も

検
討
を
す
る
。

Q　

津
波
避
難
の
た
め
の
道

路
拡
幅
に
合
わ
せ
、
多
く
の

方
が
よ
り
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に

よ
る
道
路
狭
窄
の
可
能
性
を

少
な
く
す
べ
き　
　
（
平
口
）

A　
「
牧
之
原
市
生
垣
づ
く

り
補
助
金
」に
つ
い
て
説
明

し
利
用
を
奨
め
た
い
。

Q　

市
が
行
う
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
よ
り
国
の
負

担
金
が
削
減（
３
２
０
万
円
）

さ
れ
る
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
見

直
し
の
動
向
は
ど
う
か　

　
　
（
藤
野
）

A　

見
直
し
の
機
運
は
あ
る

が
、
現
状
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

外
す
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度

　
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
第
２
号
）

地
域
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
啓
発

事
業
に
つ
い
て

市
道
静
波
74
号
線
整
備

に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
推
進
費

１
６
６
万
１
０
０
０
円増

額

道
路
新
設
改
良
費

７
１
４
万
４
０
０
０
円増

額

政
に
対
す
る

　
総
括
的
な
質
疑

市

賛 否 が 分 か れ た 議 案 の 採 決 結 果

〇 ：賛成
● ：反対

結

果

平

口

大
石
健

藤

野

大

井

名
波
喜

植

田

村

田

澤

田

鈴

木

太

田

本

杉

小

杉

名
波
富

大
石
和

中

野

良

知
[認定第１号]
平成27年度牧之原市一般会計
歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

[議案第50号]
平成28年度牧之原市一般会計補正予算
（第2号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成27年度全ての決算を認定
［ ］一般会計歳入合計：211億2217万円

　　　　歳出合計：201億8896万円

高校生が主体の地域リーダー育成プロジェクト

整備が進む光ファイバ網
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○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

○
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
牧
之
原
市
水
道
事
業
会
計
の
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

〔
議
員
間
討
議
〕

•
こ
ど
も
医
療
費
は
中
学
３
年
ま
で
無

料
化
と
い
う
こ
と
は
前
進
し
た
。
た

だ
、
国
保
は
県
内
で
２
番
目
に
高
く
、

充
分
な
対
応
が
さ
れ
て
い
な
い
。

•
牧
之
原
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

は
よ
く
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
県
内

ワ
ー
ス
ト
の
方
。
今
年
度
の
法
人
税

も
５
億
５
０
０
０
万
円
減
っ
て
い
る
。

経
常
収
支
と
い
う
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
な
い
と
、
一
向
に
良
く
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
の
中

長
期
的
な
財
政
計
画
を
考
え
る
上
か

ら
、
今
後
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
）

•
基
幹
電
算
シ
ス
テ
ム
用
パ
ソ
コ
ン
購

入
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を
選
択

し
、
庁
舎
内
の
端
末
用
パ
ソ
コ
ン
を

ソ
フ
ト
と
共
に
一
企
業
で
一
括
購
入

し
て
い
る
。
サ
ー
バ
機（
使
用
領
域

分
）は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
あ
ま

り
に
も
随
意
契
約
が
多
く
持
続
性
の

担
保
に
つ
い
て
は
一
抹
の
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
端
末
に
つ
い
て
は
、
他

業
者
で
も
安
価
に
購
入
で
き
る
方
法

は
な
い
か
模
索
す
る
必
要
を
感
じ
る
。

〔
反
対
討
論
〕

•
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
、
寄
り
添
っ

た
決
算
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
。
特

に
国
保
の
関
係
で
、
農
業
者
な
ど
含

め
て
悲
鳴
に
近
い
声
が
入
る
。
法
定

外
の
繰
り
入
れ
を
し
っ
か
り
行
っ
て
、

や
る
べ
き
だ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
建
設
委
員
会委員

長
　
大
石
和
央

付
託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行

っ
た
。
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
。

総 務 建 設 委 員 会 
文 教 厚 生 委 員 会

〔
議
員
間
討
議
〕

•
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
市

民
へ
の
認
知
度
が
高
い
と
は
い
え
な

い
。
多
額
の
経
費
の
割
に
は
成
果
が

あ
が
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
が
実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
、
人

間
ド
ッ
ク
へ
の
参
加
者
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。
行
政
は
対
象
者
に
適

切
な
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

•
国
保
の
加
入
者
の
約
半
分
が
農
業
か

個
人
事
業
者
だ
が
、
各
種
事
業
な
ど

あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
や
介
護
保
険
に
つ
い
て

も
細
か
な
配
付
物
を
読
み
切
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
。
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
も

う
少
し
考
え
て
も
い
い
の
で
は
。

文
教
厚
生
委
員
会委員

長
　
植
田
博
巳

付
託
さ
れ
た
３
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行

っ
た
。
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
。

•
牧
之
原
市
は
国
保
税
が
高
い
。
国
保

で
も
介
護
保
険
で
も
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
が
、

仕
組
み
を
考
え
た
方
が
い
い
。

•
介
護
保
険
会
計
の
基
金
に
つ
い
て
、

第
５
期
計
画
最
終
残
高
は
８
万
円
で

あ
っ
た
。
保
険
料
は
抑
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
が
、
第
５
期
は
４
４

０
０
円
で
、
第
６
期
は
５
５
０
０
円

と
な
っ
た
。
決
算
連
合
審
査
で
の
説

明
だ
と
第
６
期
の
最
終
的
基
金
残
高

は
２
億
円
、
そ
れ
を
保
険
料
へ
反
映

す
る
と
数
百
円
の
低
減
し
か
な
く
、

保
険
料
が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
し

ま
う
。
次
の
保
険
料
の
調
整
を
す
る

よ
う
な
算
段
を
し
て
い
か
な
い
と
あ

が
る
一
方
な
の
で
そ
の
辺
を
考
え
て

研
究
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
他
の
３
議
案
に
つ
い
て
は
、
討

論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

３
議
案
と
も
討
論
は
な
く
、
全
員
賛

成
で
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
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　９月５日㈪に開催された総務建設委員会で、委員会の
冒頭、太田佳晴委員より「委員長・副委員長の辞任要求
の動議」が提出された。動議は成立したため、内容につ
いて審議が行われた。

　提案理由の説明後、質疑・討論を経て採決を行った。採決の結果、委員長・副委員長共に「辞任
要求の動議」は可決。それを受けて澤田隆弘委員長、村田博英副委員長から辞任願が提出され、採
決を行った結果、許可され辞任した。
　委員長・副委員長の辞任に伴い、新委員長・副委員長の選出を行った。選挙の結果、新委員長に
大石和央委員が当選し、副委員長に村田博英委員が再選された。

　志半ばで総務建設委員長の職を辞することとなりました。委員会が空転した責任は感じていま
したが、自分なりにこれまでの取りまとめを行い、全力で職務を全うする覚悟でした。突然、動
議が可決され、責任を取ることとなりました。あまりにも急な展開にあ然としましたが、これか
らは一委員として、心機一転頑張ります。

旧総務建設委員長　澤田　隆弘

　前委員長の後任として、委員会の所管事務調査である耕作放棄地対策等「魅力あるまちづくり」
の政策提言に向けて、取りまとめていく所存であります。また地方分権による地方議会の役割や
責任が増しています。市民のみなさんの意見や要望を聞きながら、その一翼を担っていきたいと
考えます。

新総務建設委員長　大石　和央

　委員長と共に一旦は辞任しましたが、選挙にて私は再任されました。耕作放棄地の利活用をテ
ーマに進めている委員会ですが、調査研究を一丸となって取り組まなければ良い答えが出せない
テーマであります。前委員長を補えなかった私の不徳に対する反省と、前委員長の志を忘れずに
新委員長と共にこの難題に取り組んで参ります。

総務建設副委員長　村田　博英

【提案理由】

新旧委員長あいさつ

副委員長あいさつ

　１年間の委員会運営の様子を見て、調査研究事項のとりまとめが空転しており、現在の総務建設
委員会はかつてない異常な混乱状態が生じている。このままの状態で新年度の予算編成にも大きな
影響を持つ決算審査に臨むことは大きな不安を感じ、残された１年余の今後の委員会運営の在り方
についてもそれ以上の心配をしている。まずは、委員会運営を正常な状態に戻すことが必要である。
これは市民から付託されている議員・委員にとっては、解消しなければならない大きな問題と捉え
ている。新体制で総務建設委員会の活動を進めることが議会運営全体への責任、市民への責任を果
たすことにも繋がると考え、委員長・副委員長の辞任を望む。

　会議の途中で議員から提出され
る議案や意見。
　牧之原市議会では、賛成者（提
出者含む）が本会議は２人以上、
委員会は１人いれば動議は成立し、
成立すれば動議を議題としなけれ
ばならない。

動議【どうぎ】とは…
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決
算
審
査

予
算
執
行
を
チ
ェ
ッ
ク
！

質疑
応答

　平成27年度の決算審査は、９月16日、20日、21日の３日間行われました。決算審
査では、税金がどのように使われているか各部署より事業ごとの説明があり、それを
受け議員からの質疑となります

　紙面の都合上、掲載する質疑は一部となりますので、その他についてはホームペー
ジに掲載される「平成28年９月定例会 会議録（決算連合審査会）」をご覧ください。

職
員
研
修
費
に
つ
い
て

ビ
タ
ミ
ン
２
ｄ
ａ
ｙ
ウ
ォ
ー
ク

に
つ
い
て

公
用
車
の
管
理
費
に
つ
い
て

Q　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
の
た
め
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
研
修
は
意
味
が
あ

る
。
職
員
の
意
向
調
査
の
要
望
に
少
し
は

配
慮
し
て
い
る
の
か　
　
　
　
　
（
中
野
）

A　

尊
重
し
て
い
る
が
全
て
に
応
え
る
こ

と
は
難
し
い
。

Q　
「
ビ
タ
ミ
ン
２
ｄ
ａ
ｙ
ウ
ォ
ー
ク
事

業
」の
約
２
４
４
万
円
は
妥
当
か
。
２
日

間
で
行
う
理
由
、
休
日
出
勤
の
職
員
の
人

件
費
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
石
健
）

A　

２
日
間
開
催
で
、
よ
り
多
く
の
市
内

外
か
ら
の
参
加
者
を
呼
び
込
め
る
。
職
員

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

Q　

公
用
車
47
台
の
ガ
ソ
リ
ン
は
ど
の
よ

う
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
か　
　
　
（
鈴
木
）

A　

相
良
庁
舎
の
公
用
車
は
、
相
良
石
油

商
組
合
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
榛
原
庁
舎

は
公
用
車
ご
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
指

定
し
、
平
等
に
給
油
し
て
い
る
。

一 

般 

会 

計

会　計　名 歳入 歳出

　一 　 般 　 会 　 計 211億2217万3496円 201億8896万5277円

　国民健康保険特別会計 64億7819万2713円 61億  991万7827円

　後期高齢者医療特別会計 4億1235万6747円 4億1158万8547円

　介  護  保  険  特  別  会  計 42億  327万3436円 40億2687万1756円

　土  地  取  得  特  別  会  計 1億3248万1206円 1億3248万1206円

　農業集落排水事業特別会計 1226万7699円 1157万6484円

　水　道　事　業　会　計 収益的 10億6351万8561円
資本的 3億3606万4800円

収益的 10億 816万6587円
資本的 5億9236万9132円

昨年の２ｄａｙウォークのようす
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早期改善が望まれる細江１号幹線

移
住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

各
種
団
体
へ
の
負
担
金
に
つ
い
て

細
江
１
号
幹
線
に
つ
い
て

監
査
の
意
見
に
対
し
て

中
学
校
管
理
費
に
つ
い
て

温
泉
施
設
の
管
理
者
に
つ
い
て

Q　

移
住
定
住
促
進
事
業
の
成
果
と
環
境

づ
く
り
の
考
え
は　
　
　
　
　
　
（
大
井
）

A　

移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
課
題
や
意
向
確

認
な
ど
に
よ
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
た
。

　

今
後
、
移
住
希
望
者
に
子
育
て
環
境
な

ど
総
合
的
な
評
価
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

Q　

各
種
協
会
や
協
議
会
、
研
究
会
へ
負

担
金
が
数
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
精
査
し
、
適
切
な
も
の
の
み
計
上
し
て

あ
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
田
）

A　

予
算
査
定
時
に
精
査
し
、
適
切
な
も

の
を
計
上
し
て
あ
る

Q　

修
正
設
計
は
ど
の
よ
う
な
設
計
内
容

か
。
細
江
１
号
幹
線
は
20
年
来
の
懸
案
事

項
で
あ
り
主
要
道
路
の
早
急
な
改
善
を
求

め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
田
）

A　

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
も
の
。
道
路

に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
交
渉
を
進
め
、
早

急
な
改
善
に
取
り
組
む
。

Q　
「
土
木
事
業
に
お
い
て
、
追
加
工
事

や
設
計
変
更
に
つ
い
て
は
極
力
発
生
し
な

い
よ
う
に
」と
あ
る
が
、
今
後
は
ど
う
す

る
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
）

A　

課
内
で
十
分
検
討
し
、
業
者
や
地
域

の
実
情
を
聞
い
て
極
力
設
計
変
更
が
発
生

し
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

Q　

今
年
度
、
榛
原
中
学
校
で
は
ピ
ア
ノ

の
弦
が
５
度
も
切
れ
て
い
る
。
平
成
27
年

度
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
備
品
購

入
の
要
望
に
対
し
、
ど
う
執
行
さ
れ
た
の

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
口
）

A　

昨
年
度
は
２
回
張
り
替
え
た
。
要
望

に
は
優
先
順
位
を
つ
け
る
。

Q　

前
指
定
管
理
者
は
施
設
で
取
扱
う
飲

料
、
食
材
は
地
元
の
業
者
で
納
入
し
て
い

た
が
、
管
理
者
が
代
わ
り
納
入
さ
れ
な
く

な
っ
た
理
由
は　
　
　
　
　
　
　
（
澤
田
）

A　

細
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
毎

月
管
理
者
と
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
会
議

を
行
っ
て
い
る
の
で
確
認
を
す
る
。

子生れ温泉会館の食堂

移住体験ツアーでの稲刈り体験

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

Q　

国
保
税
滞
納
数
は
。
ま
た
生
活
困
窮

者
へ
の
督
促
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う（藤

野
）

A　

滞
納
世
帯
は
１
０
７
０
世
帯
。
世
帯

の
家
計
収
支
や
分
割
支
払
、
生
活
再
建
の

可
能
性
等
を
見
き
わ
め
、
ま
た
他
の
部
署

と
も
連
携
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
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中野 康子

答　
要
綱
で
定
め
て
い
る
と

承
知
す
る
が
再
確
認
す
る
。

設
備
、
職
員
、
保
険
等
は
法

定
を
満
た
し
て
い
る
。
教
室

が
狭
い
牧
之
原
や
相
良
小
学

校
等
に
つ
い
て
は
学
校
と
も

協
議
し
善
処
し
た
い
。（
質

問
終
了
後
、「
要
綱
で
な
く
条

例
を
制
定
し
て
あ
る
」旨
の

報
告
が
あ
っ
た
）

問　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、

教
育
の
抱
え
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

答　
郷
土
や
自
分
を
好
き
に

な
る
自
己
肯
定
感
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
教
育
を
進
め
た

い
。
い
じ
め
防
止
に
関
す
る

組
織
を
設
置
し
、
学
校
だ
け

で
な
く
家
庭
や
関
係
機
関
が

連
携
・
協
力
し
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
を
目
指
す
。　

　

教
師
が
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
目
と
耳
と
心
を
傾

け
る
教
育
を
進
め
た
い
。

問　
地
方
公
共
団
体
や
学
校

は「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
早
期
に
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
35
市
町
の
う
ち

30
市
町
が
策
定
済
み
で
あ
る
。

遅
れ
て
い
る
理
由
は
な
に
か
。

早
期
に
策
定
す
べ
き
だ

答　
市
独
自
の
定
義
を
方
針

に
盛
り
込
み
た
く
協
議
を
重

ね
て
い
る
。
来
年
度
の
施
行

を
目
指
し
、
12
月
議
会
に
提

案
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
「
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
は
24
市
で
全
校
公
表
で

あ
る
。
当
市
は
一
部
公
表
と

な
っ
て
い
る
。
未
公
表
の
理

由
は
な
に
か

答　
今
後
、
公
表
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

一般質問

　

文
部
科
学
省
は
、
来
年
度

か
ら
10
年
間
で
公
立
小
中
学

校
の
教
職
員
の
定
数
増
、
い

じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
強

化
、
貧
困
に
よ
る
学
力
格
差

の
解
消
、
指
導
教
諭
の
配
置

等
々
、
関
連
法
の
改
正
を
目

指
し
て
い
る
。
教
育
現
場
が

抱
え
る
ま
さ
に
課
題
と
そ
の

対
応
策
で
は
な
い
か
。
未
来

を
背
負
う
児
童
・
生
徒
が
健

や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
い
、

牧
之
原
市
の
学
校
教
育
の
現

状
と
課
題
、
対
応
策
等
を
質

し
た
。

問　
児
童
福
祉
法
で
は
、
市

町
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

設
備
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
、

条
例
で
基
準
を
定
め
「
従
事

す
る
者
及
び
員
数
は
厚
生
労

働
省
で
定
め
る
基
準
を
参
酌

す
る
も
の
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
る
の
か
否
か
。
女
性
の
社

会
進
出
に
貢
献
す
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
条
例
化
す
べ
き

だ
。
施
設
が
大
変
狭
い
ク
ラ

ブ
が
あ
る
。
設
備
や
職
員
は

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

か
。
児
童
支
援
員
が
安
心
し

て
働
き
続
け
る
た
め
に
は
待

遇
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

支
援
員
の
賃
金
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
の
加
入
状
況
等
は

法
定
ど
お
り
か

問
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
等
の
充
実
を

答　
手
狭
な
牧
小
・
相
小
等
の
改
善
を
検
討

牧之原放課後児童クラブのようす
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植田 博巳

　

田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０

年
が
３
年
後
の
平
成
31
年
に

迎
え
る
。

　

意
次
侯
は
、
長
い
間
「
賄

賂
政
治
」
の
象
徴
と
さ
れ
て

き
た
が
、
近
年
こ
れ
ら
は
根

拠
の
な
い
も
の
と
立
証
さ
れ

て
い
る
。
不
況
の
時
代
に
景

気
を
回
復
さ
せ
、
人
々
の
生

活
を
豊
か
に
し
、
幕
府
の
財

政
難
を
救
う
な
ど
先
進
的
な

経
済
改
革
を
行
っ
た
政
治
家

と
再
評
価
さ
れ
、
書
籍
や
テ

レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

意
次
侯
は
、
相
良
城
を
築

き
、
現
在
に
続
く
相
良
の
街

並
み
を
整
え
た
ほ
か
、
港
町

と
し
て
の
賑
わ
い
を
創
出
し

た
。

　

牧
之
原
市
に
は
、
国
県
市

指
定
の
総
数
98
の
文
化
財
が

あ
る
。
意
次
侯
の
よ
う
な
多

く
の
偉
人
と
歴
史
財
産
を
埋

も
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
現
在

に
生
か
し
、
将
来
に
引
き
継

い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成28年9月第３回　9月定例会『一般質問』

1．中野　康子

2．植田　博巳
クリック！

クリック！

問　
生
誕
３
０
０
年
を
契
機

に
、
歴
史
上
の
人
物
や
文
化

財
を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
社
会
教
育
や
生
涯
学

習
に
よ
り
地
域
愛
を
育
て
、

更
に
市
内
外
、
国
外
に
も
発

信
し
、
年
間
を
通
し
て
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
な
ど
地
域

の
活
性
化
に
な
る
と
思
う
が

答　
現
在
の
金
融
政
策
、
地

方
創
生
な
ど
当
時
、
田
沼
意

次
侯
が
既
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
科
書
に
必
ず
出
て

く
る
人
物
で
あ
り
、
知
名
度

の
高
さ
か
ら
、
全
国
に
発
信

で
き
る
良
い
機
会
で
地
域
活

性
化
の
契
機
に
な
る
。

問　
記
念
事
業
開
催
の
考
え

は答　
歴
史
を
通
し
て
市
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
域
愛
を
深

め
、
歴
史
愛
好
家
や
国
内
外

の
観
光
誘
客
を
図
る
事
業
を

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
観
光
協
会

や
民
間
団
体
等
と
相
談
し
検

討
す
る
。

問　
市
の
歴
史
、
文
化
財
へ

問  田沼意次侯生誕300年に向けて
 答  地域活性化の契機とする

市史料館にある田沼意次侯肖像画

水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
に

頼
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
時
代
に
入
り
料

金
収
入
の
減
少
、
更
に
、
水

道
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽
管

の
更
新
な
ど
水
道
経
営
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
短
期
中

長
期
的
視
点
か
ら
費
用
の
低

減
効
果
が
期
待
さ
れ
る
事
項

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　
経
営
基
盤
の
強
化
、
事

業
の
効
率
化
な
ど
が
図
ら
れ

る
「
水
道
事
業
の
広
域
化
」

の
考
え
は

答　
長
期
的
な
安
定
経
営
を

継
続
し
て
い
く
に
は
広
域
化

が
必
要
で
、
関
係
市
と
検
討

し
て
い
る
。

問　
受
水
費
用
の
低
減
に
つ

い
て
の
協
議
状
況
は

答　
県
大
井
川
広
域
水
道
企

業
団
と
受
水
費
用
低
減
対
策

を
協
議
し
て
お
り
今
後
低
減

案
が
示
さ
れ
る
。

問  水道事業の効率化・支出低減対策は
答  広域化が必要・受水費用低減へ

　

市
の
水
道
は
、
全
て
県
榛

南
水
道
及
び
県
大
井
川
広
域

の
取
り
組
み
は

答　
小
中
学
生
が
郷
土
の
歴

史
と
偉
人
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
、
故
郷
に
誇
り
が
持

て
る
事
業
を
検
討
す
る
。
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中
部
５
市
２
町
首
長
会
議

に
お
い
て
地
方
創
生
に
取
り

組
む
た
め
、
連
携
中
枢
都
市

圏
の
形
成
を
念
頭
に
し
た
議

論
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
合
意
し
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
先
立
っ
て
４
市
１
町

が
水
産
物
を
活
用
し
た「
産

業
活
性
化
事
業
」を
実
施
し

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

問　
５
市
２
町
で
合
意
し
た

内
容
と
４
市
１
町
の
「
活
性

化
事
業
」
の
進
捗
状
況
は

答　
広
域
連
携
に
は
、
広
域

組
合
を
は
じ
め
と
し
て
様
々

な
手
法
・
形
態
が
あ
っ
た
が
、

今
回
の
合
意
は
中
枢
都
市
宣

言
を
し
た
静
岡
市
を
中
核
と

し
た
ポ
リ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

（
多
極
型
）都
市
圏
の
形
成
に

よ
り
、
一
体
的
発
展
を
目
指

し
、
圏
域
全
体
で
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
い「
稼
げ
る
」地

域
に
な
る
こ
と
、
安
全
安
心

な
地
域
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
確
認
し
た
も
の
。
今
後
は
、

各
市
町
が
連
携
可
能
な
事
業

を
検
討
し
、
再
度
年
内
に
首

長
会
議
を
開
催
し
広
域
連
携

を
進
め
て
い
く
。

　
「
産
業
活
性
化
事
業
」は
、

東
京
で
の
消
費
者
嗜
好
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
、メ
ニ
ュ
ー
・

観
光
コ
ー
ス
開
発
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
４
部
会
で
新
商

品
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
国
が
本
年
４
月
に
創
設

し
た
「
食
と
農
の
景
勝
地
」

の
認
定
制
度
に
申
請
し
た
内

容
と
取
組
み
対
策
は
何
か

答　
こ
の
認
定
制
度
は
、
農

林
水
産
省
が
地
域
の
食
と
農

林
水
産
業
、
特
徴
あ
る
景
観

等
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
海

外
に
発
信
し
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
誘
客
す
る
取
組
み

を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
農
山

漁
村
の
所
得
向
上
に
繋
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
第
１
弾

の
取
組
み
認
定
は
、
11
月
こ

ろ
の
予
定
で
あ
る
。
申
請
内

容
は
、
大
井
川
流
域
か
ら
牧

之
原
台
地
ま
で
の
茶
を
は
じ

め
、
多
様
な
和
の
食
と
美
し

い
茶
園
景
観
な
ど
を
活
用
し
、

観
光
客
来
訪
促
進
で
農
林
漁

業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

圏
域
の
来
訪
者
受
入
能
力
の

評
価
と
動
向
に
つ
い
て
研
究

を
深
め
、
具
体
的
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
設
定
し
、
多
様
な
関

係
者
連
携
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ

に
合
致
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
商

品
を
充
実
し
て
い
く
。

問　
連
携
を
必
要
と
す
る
行

政
課
題
と
今
後
の
考
え
方
は

答　
自
治
体
間
の
財
政
負
担

や
、
関
連
市
町
の
メ
リ
ッ
ト

あ
る
事
業
立
て
が
必
要
で
あ

り
、
連
携
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
中
枢
連
携

都
市
圏
構
想
に
よ
る
静
岡
市

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
国

の
財
政
措
置
も
あ
る
こ
と
か

ら
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

圏
域
自
治
体
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。

一般質問
問

　

広
域
連
携
取
組
み
合
意
で
市
の
対
応
は

景観と産業を基盤とした広域連携を（太田浜から）

○その他の質問
・「市内の農産品と生産農家の情報」を
　市のホームページで簡易に検索できる
　窓口の創設を
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介
護
保
険
制
度
は
２
０
０

０
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。
以

降
は
制
度
が
再
々
改
正
さ
れ
、

複
雑
化
し
て
市
民
に
は
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
制

度
の
問
題
等
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

問　
２
０
１
４
年
の
法
改
正

に
つ
い
て
、
ま
ず
介
護
認
定

に
お
い
て
認
定
審
査
が
基
本

だ
が
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
よ
る
判
定
も
可
能

と
な
っ
た
。
安
易
な
判
断
と

な
ら
な
い
か

答　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

る
判
断
は
早
期
に
介
護
予
防

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ

ら
れ
る
。
認
定
申
請
希
望
者

に
は
申
請
手
続
き
を
行
う
。

問　
市
町
村
の
裁
量
に
よ
る

介
護
予
防
の
「
地
域
支
援
事

業
」
を
実
施
す
る
た
め
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
任
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
問
題
・
課

題
は
な
い
の
か

答　
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
個
人
・
団
体
は
あ
る
が
、

継
続
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
か
、
人
材
が
あ
る
の
か

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
有

償
・
無
償
に
つ
い
て
の
意
識

や
有
償
で
の
仕
組
み
づ
く
り

の
検
討
が
課
題
。

問  サービスの縮小等にどう対応か
  答  給付等の制限ならば策を検討する

問　
安
上
が
り
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
す
な
ら
問
題
で

あ
る
。
ケ
ア
の
安
心
安
全
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
確
保
、

責
任
体
制
な
ど
問
題
は
多
い
。

担
い
手
が
あ
る
の
か
、
い
つ

ま
で
に
体
制
を
作
る
の
か

答　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
あ
る
の
で
、
そ
の
組

織
化
や
系
統
立
っ
た
も
の
に

し
て
い
く
。
ま
た
平
成
30
年

度
に
は
少
な
く
と
も
立
ち
上

げ
た
い
と
考
え
る
。

問　
厚
生
労
働
省
で
は
来
年

の
法
改
正
を
検
討
し
て
い
る
。

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

用
具
レ
ン
タ
ル
等
に
つ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
本
人
負

担
を
検
討
し
て
い
る
。
現
状

と
見
直
し
に
よ
る
影
響
は

答　
市
と
し
て
も
一
律
に
軽

度
者
の
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
を

縮
小
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
国

の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。サ
ー
ビ
ス
等
の
現
状（
平

成
27
年
度
）
に
つ
い
て
は
、

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
年
間
１
２
７
０
件
、
福
祉

用
具
レ
ン
タ
ル
は
年
間
３
４

６
１
件
で
あ
る
。

問　
若
年
介
護
が
問
題
化
し

て
き
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か

答　
15
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の

介
護
者
に
つ
い
て
は
、
現
在

１
名
把
握
し
て
い
る

問　
若
者
の
進
路
や
将
来
に

影
響
す
る
問
題
で
、
実
態
調

査
や
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か

答　
今
後
、
市
の
社
会
福
祉

部
門
と
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
検

討
す
る
課
題
だ
と
思
う
。
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

問　
福
祉
全
体
の
支
援
体
制

が
必
要
で
あ
る
。
滞
納
・
失

業
・
不
登
校
・
借
金
な
ど
生

活
上
の
異
常
を
い
ち
早
く
発

見
し
て
対
応
、
支
援
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る

答　
納
税
相
談
の
中
で
、
生

活
困
窮
や
多
重
債
務
な
ど
様

々
な
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
各

支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成28年9月第３回　9月定例会『一般質問』

3．名波　喜久

4．大石　和央
クリック！

クリック！
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第
２
次
牧
之
原
市
総
合
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

内
の
１
つ
で
あ
る「
公
共
施

設
最
適
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基

本
計
画
」「
先
導
的
な
施
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。
国
は「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の

策
定
を
全
国
の
自
治
体
に
求

め
た
。
こ
れ
は
公
共
施
設
の

整
理
・
統
合
進
め
る
も
の
で

あ
る
。

問　
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
計
画
」
の
進
捗
と

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う

答　
相
良
・
榛
原
庁
舎
は
そ

れ
ぞ
れ
20
年
か
ら
28
年
で
耐

用
年
数
が
到
来
す
る
。
統
合

に
つ
い
て
現
段
階
で
は
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
部
課
の
配
置
で
あ

る
行
政
機
能
に
つ
い
て
は
庁

内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
調
査
し
、
複
数
案
を

検
討
し
て
い
る
。
来
年
以
降

位
置
の
検
討
と
決
定
を
す
る
。

　

基
本
は「
今
あ
る
施
設
を

賢
く
、
そ
し
て
空
間
や
機
能

を
効
果
的
に
使
う
」こ
と
だ
。

両
庁
舎
の
統
合
に
つ
い
て
は

長
期
的
視
点
と
し
て
、
ま
た
、

高
台
へ
の
移
転
を
含
め
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
中

で
決
ま
る
。
現
時
点
で
は
未

定
。

問　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

（
ホ
ー
ル
棟
）
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て

答　
建
物
の
解
体
後
は
売
却

せ
ず
、
更
地
と
し
て
市
が
所

有
す
る
予
定
で
あ
る
。
利
用

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

問　
さ
ざ
ん
か
へ
の
健
康
福

祉
行
政
の
機
能
集
約
に
よ
り

手
狭
に
な
ら
な
い
か

答　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー「
う
た
り
」の
移
転
に
伴
う

ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
に
よ
り

利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問　
片
浜
小
学
校
の
校
舎
利

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

答　
市
民
活
動
の
場
と
し
て

利
用
を
考
え
て
い
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
機
能
と
す

る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
有

効
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
の
核
と
し
て
機
能
や
地

域
振
興
の
た
め
に
も
、
関
係

者
の
思
い
も
反
映
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
予
算
に
も
反

映
さ
せ
た
い
。
両
図
書
館
の

片
小
校
舎
へ
の
移
転
統
合
は

建
物
の
荷
重
の
問
題
や
教
室

と
し
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
想
定
し
て
い
な

い
。
２
か
所
の
図
書
館
も
庁

舎
機
能
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

問　
国
の
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
は
基
本
的
に

は
公
共
施
設
の
整
理
・
統
合

を
求
め
て
い
る
が

答　
20
年
で
20
％
の
床
面
積

を
減
ら
す
と
い
う
も
の
だ
が
、

当
市
も
自
治
基
本
条
例
推
進

会
議
よ
り
答
申
を
受
け
て
お

り
今
年
度
中
に
計
画
を
出
す
。

単
純
に
整
理
、
統
合
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
市
の

活
性
化
、
耐
震
強
度
や
利
用

す
る
対
象
人
口
等
の
観
点
か

ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

一般質問
問

　

公
共
施
設
の
管
理
・
配
置
計
画
を
問
う

除却が予定されている榛原文化センター（ホール棟）

○その他の質問
・茶業振興策として茶輸出の可能性と
　見通しについて
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問　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
が
追
加
種

目
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

し
か
し
、
同
時
に
同
組
織
委

員
会
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
対
し
て
開

催
地
は
「
千
葉
県
一
宮
町
を

提
案
し
た
」
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
牧
之
原
市
の
招
致

ム
ー
ド
は
す
っ
か
り
し
ぼ
ん

だ
。
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
原

因
と
理
由
、
そ
の
責
任
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か

答　
主
な
要
因
は
、
選
手
村

か
ら
競
技
会
場
ま
で
の
移
動

距
離
・
時
間
。
大
会
実
績
や

海
岸
環
境
、
波
の
状
況
は
同

等
の
評
価
だ
っ
た
。

問　
距
離
が
理
由
に
な
る
な

ら
、
最
初
か
ら
結
果
は
同
じ

だ
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
反

省
点
、
今
後
の
着
地
点
は

答　
そ
の
時
々
で
情
報
を
収

集
し
、
最
善
の
策
を
尽
く
し

た
。
12
月
の
正
式
決
定
ま
で

に
、
牧
之
原
市
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
民
間
事
業

者
に
よ
る
「
ウ
エ
ー
ブ
・
プ

ー
ル
構
想
」
の
実
現
性
に
つ

い
て
、
早
急
に
関
係
機
関
に

示
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問　
遅
す
ぎ
る
。
今
年
２
月

の
構
想
公
表
以
降
、
具
体
的

な
発
表
が
何
も
な
い
。
大
臣

が
替
わ
っ
て
も
直
訴
に
行
か

な
い
。
落
選
と
報
道
さ
れ
て

も
、
抗
議
文
も
出
し
て
い
な

い
が
。

答　
ご
指
摘
は
厳
粛
に
受
け

止
め
る
。

問　
市
民
が
「
大
丈
夫
か
」

「
無
理
だ
ろ
」
と
思
っ
て
い

る
構
想
に
、
組
織
委
員
会
や

Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
乗
っ
て
く
る
の
か

答　
許
認
可
や
装
置
の
管
理
、

水
の
確
保
な
ど
検
討
課
題
が

あ
り
苦
慮
し
て
い
る
が
、
業

者
は
「
造
り
た
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
し
っ
か
り
検
討
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
市
長
は
「
今
回
の
官
民

一
体
の
取
り
組
み
を
契
機
と

し
、
沿
岸
部
の
活
力
を
取
り

戻
す
べ
く
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
ビ
ー
チ
ス
ポ

ー
ツ
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
、

海
岸
背
後
地
を
活
用
し
た
空

間
の
創
出
な
ど
の
、
新
た
な

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
」
と
宣
言
し
た
。
具
体
的

に
は

答　
若
者
の
誘
客
や
沿
岸
地

域
の
再
生
を
目
的
と
し
た

「
ビ
ー
チ
等
で
の
ス
ポ
ー
ツ

を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く

り
事
業
計
画
」
の
今
年
度
中

の
策
定
を
目
指
す
。

問　
先
日
、
中
国
大
使
館
関

係
者
が
わ
が
市
を
訪
問
し
た

際
に
突
然
、
同
国
の
選
手
団

の
事
前
合
宿
地
と
し
て
、
政

府
に
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
登
録

の
申
請
を
す
る
」
と
い
う
話

が
浮
上
し
た
が

答　
米
国
と
中
国
の
２
カ
国

を
対
象
に
申
請
す
る
。

問　
人
口
４
万
７
０
０
０
人

の
市
が
、
米
中
を
相
手
に
申

請
す
る
の
か
。
合
宿
す
る
場

所
や
宿
泊
施
設
は
ど
こ
な
の

か答　
10
月
中
に
、
２
カ
国
を

対
象
に
申
請
す
る
。
種
目
は

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
な
る
と

思
う
。
宿
泊
施
設
は
近
隣
市

町
と
調
整
す
る
。

○その他の質問
・市内の津波避難施設の
　利活用について

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…
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問  五輪開催地招致はどうなったのか
　 答  12月までは全力を尽くす

サーフィン議連で作成したポロシャツ
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障
害
児
支
援
を
ど
の
よ
う

に
充
実
し
て
い
く
か
は
、
市

の
福
祉
施
策
の
中
で
も
重
要

な
課
題
の
１
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

支
援
策
を
障
害
児
通
所
支

援
・
入
所
支
援
の
枠
内
で
と

ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
般

施
策
と
し
て
の
子
育
て
支
援

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
支
援
体
制
を
構
築
す

る
市
町
を
応
援
し
て
い
く
制

度
を
整
備
す
る
。

問　
障
害
児
支
援
の
現
状
と

課
題
は

答　
障
害
児
支
援
は
、
子
ど

も
の
誕
生
か
ら
療
育
、
施
設

等
で
の
支
援
を
含
め
た
就
学
、

大
人
に
な
っ
て
の
就
労
、
社

会
参
画
ま
で
一
貫
し
て
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
年
齢
と

と
も
に
支
援
す
る
形
態
が
変

化
す
る
中
、
関
係
機
関
に
よ

る
生
育
歴
等
の
情
報
共
有
を

含
め
た
支
援
の
継
続
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問　
国
の
新
た
な
支
援
事
業

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は

答　
国
の
新
た
な
支
援
事
業

が
、
国
の
施
策
と
し
て
具
体

化
し
た
段
階
で
検
討
し
て
い

く
。

問
　

障
害
児
や
保
護
者
の
支
援
は

答　
関
係
機
関
が
連
携
し
対
応

問　
病
児
・
病
後
児
保
育
の

現
状
は

答　
現
在
、
市
内
の
保
育
園

の
中
で
、
合
併
後
に
新
築
し

た
静
波
保
育
園
な
ど
４
園
に

は
、
病
後
児
保
育
室
を
設
置

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
園

に
お
い
て
も
看
護
師
が
配
置

で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
病
児
・
病
後
児
保
育
は
実

施
で
き
て
い
な
い
。
以
前
実

施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、

就
学
前
の
児
童
を
持
つ
保
護

者
か
ら
制
度
が
あ
れ
ば
利
用

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、

潜
在
的
な
需
要
は
あ
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は

答　
事
業
の
開
始
に
つ
い
て

は
、
こ
の
と
こ
ろ
課
題
と
な

っ
て
い
た
が
、
子
ど
も
子
育

て
支
援
計
画
に
掲
げ
る
と
お

り
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
を

目
指
し
て
い
る
。
実
施
場
所

と
し
て
は
、
市
内
保
育
園
で

最
も
規
模
が
大
き
い
静
波
保

育
園
を
考
え
て
お
り
、
先
ご

ろ
行
っ
た
指
定
管
理
者
と
の

協
議
の
中
で
、
前
向
き
に
検

討
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

今
後
は
、
利
用
対
象
児
童

や
利
用
方
法
な
ど
細
部
に
つ

い
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
先
進
的
に
実
施
し
て
い

る
県
東
部
の
自
治
体
の
方
法

を
学
び
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
、
指
定
管
理
者
に
と
っ

て
も
取
り
組
み
や
す
い
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問  病児・病後児保育は
答  平成２９年度からの実施を目指す

　

子
ど
も
の
病
気
は
、
働
い

て
い
る
親
に
と
っ
て
最
大
の

難
関
で
あ
る
。

　

病
気
や
病
気
回
復
期
の
子

ど
も
の
養
育
は
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
は
、
児
童
を
持
つ
親
へ

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
一

方
、
一
番
の
受
益
者
は
「
子

ど
も
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
子

ど
も
の
視
点
に
立
ち
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
場
と

な
る
よ
う
に
多
様
性
を
確
保

し
、
安
定
、
継
続
性
を
有
し

た
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問　
小
学
校
終
了
後
に
適
切

な
遊
び
の
場
、
生
活
の
場
を

提
供
し
児
童
の
育
成
を
図
れ

て
い
る
か
。
利
用
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
る
ご
意
見
は
。

「
外
で
遊
ば
せ
て
も
ら
え
る

時
間
が
少
な
い
。
読
み
聞
か

せ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
の
お
話
も
伺
っ
て
い
る

答　
今
の
事
例
は
当
局
と
し

て
直
接
ご
意
見
は
い
た
だ
い

て
い
な
い
。
ご
指
摘
の
よ
う

な
こ
と
が
過
度
に
あ
る
の
で

あ
れ
ば
調
べ
た
い
。

問　
利
用
を
途
中
で
や
め
ら

れ
た
方
も
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
ど
う
い
っ
た
理
由
か

答　
４
月
以
降
に
23
人
い
る
。

多
い
の
は
高
学
年
生
で
、
家

で
留
守
番
が
で
き
る
な
ど
の

理
由
が
多
い
。
ま
た
ク
ラ
ブ

終
了
が
18
時
と
い
う
の
が
ネ

ッ
ク
と
さ
れ
た
方
も
い
た
。

問　
送
迎
に
関
し
て
、
親
族

お
よ
び
登
録
制
と
な
っ
て
い

る
。
迎
え
に
行
け
な
い
不
安

の
あ
る
と
き
は
、
結
局
ク
ラ

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
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ブ
を
休
ま
せ
、
留
守
番
を
さ

せ
る
と
い
う
本
末
転
倒
な
事

象
も
あ
る
そ
う
だ
が

答　
通
告
を
受
け
、
課
内
で

も
協
議
を
し
た
。
事
前
に
保

護
者
か
ら
連
絡
を
受
け
確
認

が
取
れ
れ
ば
安
全
性
は
担
保

で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
今

後
ク
ラ
ブ
長
と
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

問　
利
用
料
金
に
つ
い
て
平

均
的
な
設
定
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
率
を
上
げ
る
た
め
に
は

見
直
す
必
要
も
あ
る
の
で
は

答　
附
属
設
備
を
１
つ
ず
つ

足
し
込
ん
で
い
く
と
高
額
に

な
る
の
も
事
実
。
ご
指
摘
を

受
け
、
今
後
は
部
内
で
も
関

係
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
し
た
い
。

問  総合センター「い～ら」の利活用
　

２
０
０
８
年
に
開
館
し
た

相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
〜

ら
」
は
、
市
内
最
大
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ン
の
秀
逸
さ
や
音
響

の
良
さ
な
ど
、
皆
か
ら
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
将
来

的
な
展
望
を
お
聞
き
し
、
利

活
用
促
進
に
つ
い
て
総
合
的

に
伺
う
。

問　
目
標
利
用
率
は
。
達
成

で
き
て
い
る
の
か

答　
前
年
対
比
で
実
績
を
上

回
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
い

る
。平
成
27
年
度
は
69
・
９
％

で
増
加
し
て
い
る
。

問　
き
ち
ん
と
設
定
を
し
、

利
用
促
進
を
進
め
る
べ
き
だ

答　
当
初
の
う
た
い
文
句
が

「
東
京
の
ど
真
ん
中
に
お
い

て
も
評
価
を
得
る
」
と
い
わ

れ
た
ホ
ー
ル
。
設
備
は
一
流

だ
が
、
な
か
な
か
興
行
が
成

功
す
る
規
模
に
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。
愛
さ
れ
使
っ
て

い
た
だ
け
る
満
足
感
を
第
一

義
と
し
、
補
助
金
制
度
を
設

け
て
い
る
。

問  放課後児童クラブの現状と課題は
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議会改革
特別委員会

　

市
議
会
で
は
、
議
会
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、「
議
会
改
革
特
別
委
員

会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

過
日
、
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

「
選
挙
公
営
費
に
つ
い
て
」「
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
」「
会
派
に
つ
い
て
」

の
３
点
を
協
議
し
ま
し
た
。

【
選
挙
公
営
費
】

【
政
務
活
動
費
】

【
会

　
派
】

（
委
員
会
で
の
意
見
）　

•
出
馬
環
境
や
周
辺
状
況
か
ら
も
検

討
す
べ
き

•
以
前
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
今
は
財
政
が
堅
調
に
な
っ
て

き
た

協
議
の
末
、
市
へ
導
入
を
申
し
入
れ

る
こ
と
で
決
定
し
、
そ
の
後
正
副
委

員
長
で
市
長
へ
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

（
委
員
会
で
の
意
見
）　

•
必
要
で
は
あ
る
。
た
だ
視
察
研
修

費
を
削
る
な
ど
財
政
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き

•
必
要
だ
が
、
全
国
的
に
問
題
視
さ

れ
る
中
で
民
意
は
得
ら
れ
に
く
い

と
思
う

•
使
途
が
不
透
明
に
な
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る

•
透
明
化
し
て
い
く
に
は
、
議
員
個

人
へ
の
支
給
は
難
し
い

•
財
政
状
況
か
ら
も
し
ば
ら
く
見
送

る
べ
き

•
時
期
的
に
政
務
活
動
費
を
議
論
す

る
こ
と
自
体
難
し
い

協
議
の
末
、
政
務
活
動
費
の
支
給
に

つ
い
て
は
見
送
る
こ
と
で
決
定
し
ま

し
た
。

（
委
員
会
で
の
意
見
）

•
前
回
検
討
時
も
、（
１
人
の
会
派
が

多
く
で
き
意
味
が
な
い
）と
の
声

が
あ
っ
た

•
人
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
の
必
要

性
が
疑
問

•
必
要
で
は
あ
る
が
、
政
務
活
動
費

や
議
会
構
成
を
考
え
る
と
、
改
選

後
新
た
に
検
討
し
て
も
ら
え
れ
ば

•
会
派
制
は
市
が
誕
生
し
て
か
ら
１

年
後
に
導
入
を
検
討
し
た
が
、
最

終
的
に
足
並
み
が
乱
れ
た
。
そ
う

い
っ
た
経
緯
も
勘
案
す
る
必
要
が

あ
る

協
議
の
末
、
会
派
制
の
導
入
に
つ
い

て
は
見
送
る
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

候
補
者
の
経
済
力
に
左
右
さ
れ
な

い
公
平
・
平
等
な
選
挙
や
、
若
年

層
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
整
備

を
目
的
と
し
て
、
選
挙
時
の
自
動

車
代
や
ポ
ス
タ
ー
代
等
を
市
が
負

担
す
る
も
の
。
県
内
23
市
の
う
ち
、

牧
之
原
市
を
含
め
、
４
市
が
未
導

入
で
あ
る
。

議
員
が
調
査
研
究
や
そ
の
他
の
活

動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て

支
給
さ
れ
る
費
用
。
牧
之
原
市
議

会
は
支
給
し
て
い
な
い
。
な
お
、

県
内
23
市
の
う
ち
、
５
市
が
未
支

給
で
あ
る
。

議
会
内
に
結
成
さ
れ
る
議
員
の
同

志
的
集
合
体
。
会
派
が
結
成
さ
れ

る
こ
と
で
、
議
会
の
能
率
的
な
運

営
が
図
ら
れ
る
一
方
、
公
平
・
適

正
さ
に
欠
く
会
派
間
対
立
が
生
じ

る
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
。
牧
之

原
市
議
会
は
会
派
制
で
は
な
い
。

○ 議会基本条例の制定
　市民に開かれた議会及び市民参加を推進する議会を目指して、平成21年に議会活動を行うあるべき姿を
定めました。制定後、議会改革特別委員会内で条例の検証も行っています。

○ 議会報告会の実施
　議員と市民とが自由に情報及び意見を交換する場として平成22年より実施。当初は、年１回２会場（２班
体制）で開催し、現在は、年１回６会場（３班体制）で開催しています。

○ 一般質問の録画配信の実施
　市民に議会をより知ってもらう・見てもらうために平成24年より配信しています。 一般質問　牧之原市 検索
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松
川
町
と
牧
之
原
市
は
昭
和
61
年
に
旧

相
良
町
と
友
好
都
市
の
協
定
を
締
結
し
て

以
来
の
つ
な
が
り
で
、
牧
之
原
市
と
し
て

も
平
成
16
年
に
再
締
結
。
さ
ら
に
５
年
前

か
ら「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」も
結
び
、

こ
れ
ま
で
30
年
に
わ
た
る
友
好
関
係
で
あ

り
、
議
会
も
相
互
に
交
流
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
８
月
２
日
、
３
日
と「
松
川
町
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」お
よ
び「
議
会
へ

の
住
民
参
加
」に
つ
い
て
の
研
修
と
親
善

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
川
町
で
は
、「
い
っ
し
ょ
に
育
て
よ
う

　

一
人
ひ
と
り
が
輝
く　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち　

ま
つ
か
わ
」を
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
と
し
て
、
多
く
の
人
が「
ち
ょ
う
ど

い
い
」と
感
じ
る
居
心
地
よ
さ
、
自
然
や

風
景
、
豊
か
な
風
土
に
見
守
ら
れ
、
人
の

つ
な
が
り
と
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み

を
守
り
育
む
こ
と
を
未
来
に
つ
な
げ
る
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
人
々
は
、
穏
や
か
で
優
し
い

人
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
一
人
ひ
と
り
が
主

役
で
そ
の
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
笑
顔

が
絶
え
な
い
町
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
受

　

龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
の
土
山
希
美

枝
氏
を
講
師
に
招
き
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
議
会
力
の
た
め
の『
質
問

力
』と
市
民
参
加
」。
議
会
で
の
質
問
材
料

の
見
出
し
方
、
有
効
な
回
答
を
引
き
出
す

た
め
の
論
戦
の
展
開
、
市
民
参
加
型
の
議

会
報
告
会
に
関
す
る
研
修
で
し
た
。
い
ず

れ
の
内
容
も
特
に
１
期
目
の
議
員
に
と
っ

て
は
す
ぐ
役
立
つ
、
有
益
な
も
の
と
い
え

ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
内
で
の
主
な
活
動
の
１
つ

に
質
問
や
政
策
の
提
案
が
で
き
る「
一
般

質
問
」が
あ
り
ま
す
。
一
般
質
問
で
の
問

題
点
は
、
質
問
の
し
っ
放
し
、
ベ
テ
ラ
ン

議
員
の
一
般
質
問
の
少
な
さ
、
個
々
の
議

員
の
個
人
的
技
量
に
頼
っ
た
質
問
が
挙
げ

ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

は
市
政
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と
を
質
問

で
き
る
機
会
で
す
。
し
か
し
議
員
の
意
見

表
明
や
知
見
を
集
約
し
市
の
政
策
に
つ
い

て
問
題
点
を
論
じ
、
提
案
で
き
る
機
会
で

あ
り
な
が
ら
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
報
告
会
で
は
今
の
報
告
型
か
ら
市
民

と
の
対
話
型
へ
の
転
換
が
必
要
と
の
指
摘

け
、
牧
之
原
市
も
見
習
う
べ
き
こ
と
が
多

く
有
意
義
で
し
た
。

　

議
会
へ
の
住
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
は
読
ま
れ
な
い
、
特
に
若
い
人
に
は

ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
民
モ
ニ
タ
ー
制
を
採
用
し
、
読
者
開
拓

の
視
点
と
し
て
、
女
性
を
多
く
し
、
子
育

て
世
帯
、
中
壮
年
、
高
齢
者
と
計
９
人
を

モ
ニ
タ
ー
と
し
た
こ
と
で
、
市
民
目
線
の

紙
面
づ
く
り
が
で
き
、
新
鮮
で
か
つ
市
民

が
欲
し
い
内
容
が
構
築
で
き
て
い
る
な
ど

議
会
だ
よ
り
編
集
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

も
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
じ
て
特
に
一
般
質
問
と
は

「
市
当
局
と
と
も
に
市
政
の
課
題
状
況
の

共
有
と
問
題
意
識
の
共
感
を
得
る
こ
と
」

で
あ
り
、「
一
般
質
問
を
し
な
い
こ
と
は
市

民
に
損
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」と
の
講

師
の
言
葉
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議会
活動

議会
活動

8/2
〜
8/3

8/23

友
好
姉
妹
都
市

　
長
野
県
松
川
町
を
親
善
訪
問

「
議
会
力
の
た
め
の『
質
問
力
』と

市
民
参
加
」
を
テ
ー
マ
に

議
員
研
修
会
を
開
催

笑
顔
が
溢
れ
る
「
松
川
町
議
会
だ
よ
り
」

挙手制だと質疑が出にくいとの講師の意向で、
付箋を使用しての意見交換を行いました
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市
民
の
皆
様
に
牧
之
原
市
議
会
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
今
後
の
議
会
運
営
、
議
会
改
革
の

参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。「
議
会
に
関
心
が
あ
る
市
民
」は
過

半
数
で
あ
り
ま
す
が
、「
議
会
を
傍
聴
し
た

こ
と
が
あ
る
市
民
」は
１
割
、「
市
議
会
を

評
価
し
て
い
る
市
民
」は
２
割
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た「
議
員
と
の
意
見
交
換
の
場
が
必

要
だ
」と
の
意
見
は
半
数
以
上
あ
り
、
議

員
に
求
め
ら
れ
る
の
は「
住
民
の
意
見
を

吸
い
上
げ
る
こ
と
」が
６
割
で
し
た
。

　
「
ま
き
の
は
ら
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

い
る
市
民
」は
１
割
で
、「
議
会
報
告
会
に

参
加
し
て
い
る
市
民
」は
４
％
で
あ
り
、

「
議
会
報
告
会
を
知
っ
て
い
る
市
民
」は
３

割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
状
況
を
重
く
受
け
止
め
、
ま

ず
下
記
２
点
の
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
議
会
報
告
会
が
一
方
的
に
な
ら
な
い
よ

う
市
民
目
線
で
行
う
よ
う
改
善
す
る
。

報
告
会
で
は
な
く
、
市
民
と
語
る
場
と

な
る
よ
う
な
会
に
し
て
い
き
ま
す
。

　市民の皆さんが市議会に対してどのように考えているかを調査するため、市の市民意識
調査にあわせて「議会アンケート」を実施しました。市民意識調査と同様、16歳以上の
市民を対象に、男女比率および年齢構成をもとに無作為で1399人を抽出。813人（有
効回収率58.1％）からご回答いただきました。ご協力いただきありがとうございました。
　なお、アンケートの詳細はホームページにも掲載されております。

市政について議員との意見交換の場を持つことが必要だと思います。問

現在の牧之原市議会をどう評価していますか問

市議会議員に何を望みますか。問

市議会に市民の声が反映されていると思いますか問

今後の議会改革に何を期待しますか問

6.8% 必要だと思う

必要だと思わない

わからない

無回答

56.8%
30.3%

6.2%

2.7%

25.0%

24.7%7.8%

34.3%

5.5% 評価している
ある程度評価している
あまり評価していない
全く評価していない
わからない
無回答

0

20

40

60

80
（%）

住民の意見を
吸い上げること

地域の
課題解決力

行政の
チェック

清廉潔白さ 政策立案
能力

リーダーシップ その他 無回答

60.8％
52.3％

27.1％ 25.6％ 19.7％ 15.5％
2.3％ 8.7％

1.4%

31.4%

21.8%

39.9%

5.7% 反映されていると思う
ある程度は反映されて
いると思う
反映されていない
わからない
無回答

13.0%

47.5%
3.7%

30.8%

7.6% 情報公開
市民参加
その他
わからない
無回答
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②
議
会
の
広
報
誌
で
あ
る
議
会
だ
よ
り
を

市
民
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
文
字
を
大

き
く
し
、
親
し
み
や
す
い
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
を
増
や
し
、
目
線
が
自
然
と
活
字

を
追
え
る
よ
う
な
配
置
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。
発
行
日
を
楽
し
み
に
待
つ
市

民
が
一
人
で
も
多
く
出
て
く
る
よ
う
な

思
い
で
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

牧
之
原
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
・
市
民
参
加
を
推
進
す
る
議
会
を

目
指
し
、
今
後
も
議
会
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。　市民の皆さんからのご意見を踏まえ、今号の

議会だよりは、文字の大きさを一回り大きくし、
文字間を広げました。
　これからも議会広報特別委員会では、市民の
皆さんに読んでもらえる広報紙を作成するため
に検討を重ねていきます。
【議会に対するご意見はこちら】
　gikai@city.makinohara.shizuoka.jp
（0548）53-2650〔TEL〕　（0548）52-1116〔FAX〕

市議会に関心はありますか問

『まきのはら議会だより』を読んでいますか問

議会だよりへの要望について問

市議会の会議等を見たり聞いたりしたことはありますか問

議会報告会に参加したことがありますか問

12.1% ある

少しある

ない

無回答

42.3%41.5%

4.2%

10.7%

55.6%

33.6%

3.1%
全部読む

関心のあるもの
だけ読む

読まない

無回答

0
10
20
30
40
50
（%）

25.2％
20.5％

14.6％
9.6％

3.1％ 3.8％

42.3％

説明を簡単に
してほしい

写真や図を
使ってほしい

説明を詳しく
してほしい

字を大きくして
ほしい

新しいコーナーを
設けてほしい

その他 無回答

7.1%
3.8%

84.5%

4.7% 傍聴したことがある
インターネットで
見たことがある
見たり聞いたりした
ことがない
無回答

4.3%

26.2%

62.1%

7.4% 参加した

知っていたが参加
しなかった

知らなかった

無回答
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12月定例会の日程
提案説明
通告質疑
一般質問
一般質問
審議・採決

12月　2日㈮
12日㈪
15日㈭
16日㈮
22日㈭

全
日
程
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す

ま
き
の
は
ら
議
会
だ
よ
り

市議会 Facebook を開設しました !!

９
月
定
例
会

平
成
28年

第
44号

発
行

／
静

岡
県

牧
之

原
市

議
会

　
　

編
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

住
所

／
〒

421-0592 静
岡

県
牧

之
原

市
相

良
275番

地
　

電
話

0548（
53）2650　

FAX0548（
52）1116

牧
之

原
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.city.m
akinohara.shizuoka.jp 

市
議

会
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

gikai@
city.m

akinohara.shizuoka.jp

牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「まきのはら議会だより」は再生紙を使用しています。

　
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
・
繋
が
り
の
原
点
で
あ
る

お
祭
り
も
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
で

何
を
行
っ
て
い
る
の
か
知
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
新
た
に

各
委
員
会
な
ど
の
情
報
提
供

の
た
め
10
月
か
ら
「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
で
の
情
報
発
信

も
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
議
会
の
内
容
が
見
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　（
植
田
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
大
石
　
健
司

　
副
委
員
長
　
藤
野
　
　
守

　
委
員
　
　
　
村
田
　
博
英

　
　
　
　
　
　
植
田
　
博
巳

　
　
　
　
　
　
大
井
　
俊
彦

　
　
　
　
　
　
平
口
　
朋
彦

編
集
後
記

　「まきのはら議会だより」では、表紙写真を募集しています。牧之原市内で撮影された風景、
史跡、イベントの写真であれば何でも歓迎です。自慢の写真をぜひ掲載してみませんか。

ご不明な点がありましたら議会事務局までご連絡ください。

　「写真のタイトル」と「撮影者の住所・氏名・連絡先」を記載の上、
メールまたは郵送でお送りください。撮影された人物が特定でき
る場合は、必ず掲載許可を得てからご応募ください。

○応募方法

〒421-0592　牧之原市相良２７５　
市役所相良庁舎４階　議会事務局（担当:北原）
☎53-2650
メールアドレス：gikai@city.makinohara.shizuoka.jp

○宛　先

表紙写真募集中！！

　市議会では、より多くの市民へ情報を発信し開かれた議会を目指すことを目的として、
Facebookを開設しました。市議会のことを詳しく・わかりやすくお知らせしますので、
ぜひご覧ください！！

今すぐアクセス!!

〇発信する情報
・本会議・委員会等の情報
・議会の活動報告
・議会のしくみや議会用語の解説

（市議会ホームページからもアクセスできます）
https://www.facebook.com/makinohara.gikai

「いいね！」
  お待ちして
います!!


